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シャルリー・エブド襲撃事件は宗教テロか？1
丸　岡　高　弘
　2015 年 1 月 7 日から 9 日にかけてパリでおこったテロ事件については日本でも詳
しく報道されたから、ここに詳細を述べるまでもないだろう。1 月 7 日午前、パリ 11
区にある新聞社シャルリー・エブド本社を重武装した二人の人物サイード・クアシと
シェリフ・クアシの兄弟が襲撃し，新聞社幹部や記者等 12 名を射殺、車で逃走した。
9 日には共犯者のアメディ・クリバリがパリ 20 区にあるユダヤ系スーパーで人質を
とってたてこもり 4 名の客を銃殺する。事件は最終的に警官隊による三名のテロ実行
犯の射殺により終結する。8 日にあった警官殺害もクリバリの犯行と判明したので､






帯感を表明する。事態を重く受けとめた政府は 1 月 11 日に「言論の自由を守るため」
のデモを行う事を決定し、ヴァルス首相は有力野党党首サルコジーを官邸に呼びよ
せ、デモへの協力を要請する。外国からも多くの首脳がフランスへの連帯を示すため






1  本論文は「2015 年度南山大学地域研究センター共同研究助成金」による研究成果の一部である。
2  事件の詳細については主としてル・モンドを参照したが、煩雑になるので、その一々の出典は記
載しない。
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4  Farhad Khosrokhavar, Islam dans les prisons, Balland, 2014
5  ジル・ケペル『テロと殉教』産業図書、2010、第三章「ジハードの第三世代」
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　事件直後にもっともよく繰りかえされた言葉を三つあげるとすると、それは１）
pas d’amalgame（混同は避けよう）、２）Je suis Charlie（私はシャルリー）、３）l’esprit 
du 11 janvier（1月11日の精神）だろう。このうちの第一 （pas d’amalgame） と第二 （Je 
suis Charlie） は対立的なスローガンである。「混同を避けよう」は国民的分裂の回避
（マイノリティーへの配慮）であるのに対して「私はシャルリー」は対立の強調（マジョ







たのが発端であったらしい 6。言うまでもなくこれはケネディーが 1963 年、西ベル
リンで行った演説の最後に Ich bin ein Berliner（私はベルリン市民）と述べ、共産
圏東ドイツの中で孤立して陸の孤島状態になった西ベルリン市民への連帯を表明し
たことを下敷きにしたものである。が、これについては同時にもう一つの言葉を想起
する必要がある。それは 2001 年 9 月 11 日のニューヨーク同時多発テロを受けて当時
のル・モンド紙主幹ジャン＝マリ・コロンバニがル・モンドの社説に掲載した文章の






ンでは 9 月 20 日付けで「我々は皆がアメリカ人なのではない 8」という記事が掲載
されているし、雑誌ル・モンド・ディプロマティックではセルジュ・アリミが「みん
6  Le Monde, le 10 jan. 2015, p.11
7  Le Monde, le 13 sept. 2001 （http://www.lemonde.fr/archives/article/2001/09/13/nous-sommes-
tous-americains_4188452_1819218.html#3sqApDK03wPMS7i0.99）
8  Libération, le 20 sept. 2001, p.18, Nedim Gursel «Nous ne sommes pas tous Américains», 
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9  Le Monde Diplomatique, oct. 2001, p.32, Serge Halimi «Tous américains»
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10　Manuel Valls  «Vœu à la presse du Premier Ministre», le 20 jan. 2015,  http://www.
gouvernement.fr/sites/default/files/liseuse/4980/master/index.htm, p.2。この演説でヴァルス
はフランスにおける「アパルトヘイト的状況」に言及しているが、これについては後述する。
11　大統領は 9 日にテレビ演説を行い、そこでこの言葉を用いている（le 11 jan. p.3）。UMP 指導者
の発言については Le Monde, le 10 jan. p.9。ＦＮ党首については le 20 jan. p.7. le 10 jan. の p.21
には Guillaume Bigot の「アマルガムというお題目に反対」というかなり直接的に反イスラム感
情を表明した記事がある。Bigot の記事はこのスローガンがきわめて頻繁に繰り返されたことの
証左となるだろう。
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12　Le Monde, le 11 jan., p.19, Luc Besson, «Réparons l’injustice faite à la jeunesse»
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14　Le Monde, le 13 jan., p.21, Hubert Védrine «Notre société doit également intégrer cette 
jeunesse des quartiers qui est totalement à la dérive afin d’assécher le vivier du dhihadisme 
nihiliste»
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　こうして政府の事件への対応の第二弾は教育政策となる。1 月 22 日、教育大臣ナ
ジャ・ヴァロー＝ベルカセムが教育改革を発表し、新しい道徳・市民教育、メディア

















15　Le Monde, le 14 jan. p.3
16　Le Monde, le 23 jan. p.10。「メディア教育の強化」というのはイスラーム過激思想がインターネッ
トを通じて青年達の目に触れることが多いからである。
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17　op. cit., Manuel Valls  «Vœu à la presse du Premier Ministre», p.4
18　Le Monde, le 8 mars, p.10
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る程度やわらぎ、1 月 11 日デモの高揚感が消えると野党党首サルコジは極右政党に

















20　Le Monde, le 13 fév., p.10
21　Le Monde, le 4 juin, p.1
22　Le Monde, le 12 mars, p.14, le 25 avril, p.10, le 13 mai, p.10
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6 月 15 日、幅広いイスラーム団体を集めて首相主宰で内務省で開催された 28。同種








23　Le Monde, le 2 fév., p.14。この教員は解任される。2004 年のいわゆるスカーフ禁止法は「公立
小中高校における宗教的印の顕示的着用」を禁止しているのであり、大学はその対象外。
24　Le Monde, le 7 mars, p. 10, le 25 mars, p.12, le 24 avril, p.7。ジュペはこれに反対。
25　Le Monde, le 25 mars, p.1 et p.12。ジュペは禁止法に反対。
26　Le Monde, le 30 avril, p.8。
27　Le Monde, le 26 fév., p.8
28　Le Monde, le 16 juin, p.12
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ていたように思われる。事件から 10 日くらい後の 1 月 21 日、22 日に IPSOS は「テ






29　Emmanuel Todd, Qui est Charlie?, Seuil, 2015, p.16
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いては違った解釈が可能である。というのも IPSOS は同一の質問を継続的に行なっ




























32　Le Monde des Livres, le 16 jan., p.2
33　Le Monde, le 12 fév., p.19
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34　Le Monde, le 12 fév., p.21
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35　Le Monde, Cultures et Idées, le 18 avril, p.1
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【結論に代えて——「1 月 11 日の精神」】
　日本の安保法制反対デモの際も話題になったように、デモの参加者数は「主催者発




36　Pierre Tévanian, La Haine de la religion, La Découverte, 2013, ch. 15
37　Le Monde, le 28 nov. 2010, p.11
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が比較的少なかったというのは事実であろう 38。しかしこれは確かに例外的な国民的





保守系野党（UMP から LR に改名）もイスラーム異質論を展開する誘惑に抗するこ
とができなくなる。宗教について語ることを避けたり，宗教に語らせることを拒否す
る限り，宗教についての言説の質を高めることはできないのであろう。
38　Emmanuel Todd, op. cit.　しかしこれについては一般的に総ての政治的デモでこうした層の参
加者が少ないから、それに特別の意味は無いという反論もあることを付言しておこう。
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